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平成 23 年 6 月 20 日 

日本技術士会 原子力・放射線部会 第 7 回全体会議 議事録 

 

１． 開催日時：平成 23 年 6 月 17 日（金）13:00～13:55 

 

２． 開催場所：日本技術士会 葺手第 2 ビル 5 階Ａ・Ｂ会議室 

 

３． 出席者 ：別紙参照（出席者総数：３２名） 

 

４． 配付資料 

 公益社団法人日本技術士会 原子力・放射線部会 第７回全体会議（総会）・新技術

士講習会・特別講演会 次第 

 資料－1：原子力・放射線部会 平成 22 年度事業報告 

 資料－2：原子力・放射線部会 平成 23 年度事業計画 

 資料－3：日本技術士会（原子力・放射線部会） 平成 22 年度収支計算書 

 資料－4：日本技術士会（原子力・放射線部会） 平成 23 年度収支予算書（案） 

 資料－５：公益社団法人日本技術士会 原子力・放射線部会規約（案） 

 平成 22 年度事業報告および平成 23 年度事業計画（PPT 資料） 

 平成 22 年度収支計算書及び平成 23 年度収支予算書（案） 

 

５． 議事内容 

（１） 開会宣言 

議長の林部会長の宣言により、原子力・放射線部会第７回全体会議が開会された。 

 

（２） 来賓祝辞 

 日本技術士会高木専務理事より、以下の祝辞をいただいた。 

－３月１１日に発生した東日本大震災にかかわり日本技術士会に次に示すような支援依

頼がきている。日本技術士会・技術士資格普及のために積極的に取り組んでいく。 

・ 経済産業省より、福島第一原子力発電所事故で非難している住民の一時帰宅者のサ

ポートをして欲しい。 

・ いわき市より、災害復旧・復興の技術的支援をして欲しい。この依頼の前に日本技

術士会では災害復旧に対応するためのデータベース構築を開始しているため、効果

的な活用方策を検討している。 

－日本技術士会はＪＩＣＡとＨＰのリンクを設定し、国際協力にも力を入れている。原子
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力･放射線部会も東日本大震災の復旧・復興支援に力を入れて欲しい。 

 

（３） 部会長挨拶 

 林部会長から、以下の挨拶があった。 

・ 技術士（原子力・放射線）資格発足から５年で第二次試験合格者 1000 人を掲げて

きたが、７年目となる現時点で 381 名と目標に届いていない。しかしながら、部会

員は 236 名（会員 198 名、準会員 38 名）と組織率は、技術士会の部会の中で２番

目である。この組織率の高さを有効に活用することで有資格者の増加をさせ、技術

士資格の普及・活用に努めていく。 

・ 部会として、福島第一原子力発電所の事故復旧・被災者支援に積極的に取り組んで

いる。所属組織の一員としてはもちろん、技術士個人としてこの支援に協力して欲

しい。 

 

（４） 総会出席者・委任状数報告 

 栗原幹事から、出席者数及び委任状数について以下が報告された。 

 部会員数：２３６名 

出席者数： ３２名 

 委任状数：１２９名 

 合  計：１６１名 

 以上より、全体会議成立条件である会員の過半数（１１８名以上）の出席（委任含む）

が得られたため、全体会議は成立すると報告された。 

 

（５） 書記及び議事録署名人の選任 

 書記に中野幹事、議事録署名人に青木幹事が選定された。 

 

（６）平成 22 年度事業報告及び平成 23 年度事業計画 

 桑江幹事から昨年度事業報告と今年度の事業計画について、スライド及び配布資料１、

２に基づいて報告が行われた。昨年度以前の活動を継続していくとともに、今年度は福島

第一原子力発電所復旧・復興を始め、東日本大震災への対応を積極的に行うことを計画し

ていることが述べられ、以下のコメント・質疑があった。 

Ｃ１；部会として東日本大震災の復旧・復興支援を積極的に行い、日本技術士会及び専

門家としての技術士をアピールして欲しい。 

Q２；福島対応 W.G.を設置して活動しているとの事であるが、W.G.開催のアナウンスは

どのように行われていますか。 
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A２；震災直後に W.G.を設置したため、現状では部会幹事へのアナウンスに留まってい

る。積極的な活動推進のため部会員の参加は大いに歓迎する。今後の W.G.開催時に

はアナウンス方策を検討したい。 

これらの質疑の後に、事業報告及び事業計画は承認された。 

 

（７）平成 22 年度決算報告及び平成 23 年度予算計画 

 阿部幹事から、平成 22 年度収支報告及び平成 23 年度の収支計画案についての報告がス

ライド及び配布資料３、４に基づき行われ、以下の質疑があった。 

Q１；「寄付等」という記載があるが、部会を支援していただいている方の紹介をして欲

しい。 

A１；この寄付の大部分は部会幹事によるため、寄付を頂いた方の個人名は割愛している。

ご了解いただきたい。 

Q２；「講演会・見学会開催補助金」が昨年度と比べて倍増しているが、何が変わったの

か。 

A２；補助金の支給に関する規約が改訂され、支給最低額が 10 万円から 20 万円に変更

となったためである。また、会員数（関東甲信地区）増加に伴い、補助金も増額す

る。部会活動活性化の資金という観点から、皆さんの周りの技術士の方に入会を勧

めて欲しい.  

 これらの質疑の後に、平成 22 年度決算及び平成 23 年度予算は承認された。 

 

（８）部会会則変更 

 岡村幹事から、配布資料５に基づき、日本技術士会の公益社団法人移行等に伴う部会規

約改正案が説明され、承認された。 

 

（９）部会長選出 

 桑江幹事が部会長に選出され、大橋幹事、後藤幹事、栗原幹事が副部会長に、林前部会

長が相談役に指名された。 

 

－以上－ 

 

               ---------------------------------------------------------------------------- 

                              この議事録は、議事内容に相違ないことを確認しました。 

                              平成 22年  月  日 

 議事録署名人            印 
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原子力・放射線部会 第７回全体会議 出席者リスト 

 

参考資料 


